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　８月25日に、夏恒例の一大イベント「わらじで歩こう七ヶ宿」が開催されました。今年は町内外からた
くさんのボランティアの方のご協力と、440人の方が参加されました。道中でのアトラクションやおも
てなしを楽しみながら、七ヶ宿スキー場から七ヶ宿町役場までの約11㎞の七ヶ宿街道を踏破しました。
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蘭丸と信長になりきって
　衣装を自作して参加した蘭
丸（右）と信長（左）。蘭丸の衣
装のこだわりは本物の侍のよ
うに2本の刀を携えることと
長い髪で、信長のこだわりは
自ら段ボールを塗装して手掛
けたところとのこと。2人は
凛々しい姿で完歩しました。

　千葉県から参りました小澤帆夏です。この度、七ヶ
宿まちづくり（株）にインターンで「わらじで歩いこう
七ヶ宿」を発信するお
手伝いをさせていただ
きました。今後もとて
もあたたかい七ヶ宿と
みなさまの魅力を伝え
られるように精一杯頑
張ります。

　７月下旬から８月上旬にかけて
大わらじがシルバー人材センター
で製作されました。普通に履くわ
らじとは異なり、鼻緒の部分が上
手く曲げられるか（赤・白）が重要で、
今は入手が難しくなってきている
長い藁をきれいな状態で保存して
おかないといけないそうです。

山中七ヶ宿太鼓の演奏 岩魚の炭焼き提供

みなさんおつかれさまでしたお殿様・お姫様一行がお出迎え
約 11kmの七ヶ宿街道へ出発

白い花でいっぱいのそば畑

沢を渡って進みます田舎の風景を味わえる堤防

七ヶ宿関所でタイムスリップ気分

旅姿コンテスト突撃！インタビュー

大わらじについて

片倉鉄砲隊による火縄銃実演

満開のそば
の花

がおもて
なし。

10 月の新
そば

が楽しみで
す。

大わらじがたくさんの人に担がれ道中を進みます。
小滝が流れるこのスポットでは滝から水が落ちる音を楽しめます。

元ベガルタ仙台選手富田氏にお殿様を務めていただきました。

３回目の参
加という

お二人。ま
た来たい

と次回の参
加を熱望

していまし
た。

前夜祭とし
て開催

された火ま
つりで

安全祈願が
行われ

ました。

日頃の練習
の成果を

発揮し演奏
を聞いて

いた方々は
感嘆の声

を漏らして
いました。

令和の現代によみがえった鉄砲隊。実演を見られる貴重な機会です。

七ヶ宿関所
で記念

写真を撮影
しまし

た。ここで
は通行

手形を確認
します。

スタッフか
ら

「参加者か
らおいしい

と

声をかけて
いただき達

成感を感じ
ています。

」

　自然が綺麗な景色を見ながら歩くこの祭り
を楽しみにしていました。道中では、七ヶ
宿の町民の皆様とお話をしながら、た
くさんおもてなしを頂けて感動し
ました。毎年１１㎞歩けるかど
うか健康のパロメーター
になるので、今年
も完歩できてよ
かったです！

参加者の声


